
7月 13日 十三湖で行われた「第 1回 あおも

りけん十三湖横断ウォーク」からのワンシー

ンです。

水の中を歩いて渡るという初めての体験に

悪戦苦闘の末、中の島に上陸 した参加者は、

ゴール地点でお互いの完歩をたたえながら握

手や万歳三唱が行われていました。

発行 冑森県市浦村役場/編 集 企画財政課企画
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十三湖をみんなで歩いて渡ろう

ウォーク

「
第

一
回
あ
お
も
り
け
ん
十
三
湖
横
断
ウ
ォ
ー
ク
」
が
七
月

十
三
日
十
三
湖
で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
百
八
十
八

人
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

き

っ
か
け
は
昔

の
思

い
出

一
昨
年
中
の
島
で
開
か
れ
た

「第

　

　

始
ま
り
ま
‐
ンた
¨
そ
の
後
実
行
委
員

一
回
活
彩
あ
お
も
―，
交
流
会
」
で
市

　

　

に
よ
る
教
同
の
サ
行
調
査
を
経
て
時

中

の
島
め
ざ
し
て
い
ざ
出
陣

！

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
で
は
北
海

　

　

よ
う
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ

い
」
と
挨

開
会
式
で
は
高
松
村
長
が

「全
国

ん
の
参
加
が
あ
――

世
紀

へ
の
新
し

い
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ま
す
」
と
力
強
く
ウ
オ
ー
ク
宣
言
が
　

　

ス
タ
ー
ト
地
点
か
Ｌ
休
憩
所
の
相
内

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
河
口
を
通
過
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
ま

開
会
式
終
了
後
、
移
動
し
た
ス
タ
　

　

で
の
道

の
り
を
二
時
間
程
度
で
脱
落

―
卜
地
点
の
鯨
崎
で
は
安
東
水
軍
の
　

　

者
も
な
く
全
員
完
歩
し
ま
し
た
．

武
者
に
ふ
ん
し
た
若
者
か
ら

「
十
三

湖

へ
の
上
陸
を
許
可
す
る
」
と
書
か

よ
り
出
陣
の
号
令
が
か
か
り
、
「
エ
イ

エ
イ
、
オ
ー
」
の
か
け
声
と
共
に
ウ

ん
ど
ん
深
く
な
り
、
最
終
的
に
は
腰

ま
で
浸
か

っ
た
状
態
に
な
り
、
参
加

者
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
新
鮮
な
感
覚
を
味
わ

い
な
が
ら

工
了

パ

ー

カ

ー
さ
炎

八
一戸
Ё

南
部
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
津
軽

へ
来
た
の
は
初
め
て
で
す
が
、
環
境

も
素
敵
だ
し
、
し
し
み
も
美
味
し
い

川
浪
元
司
さ
ム
木
造
Ｌ

溺
れ
そ
う
で
溺
れ
な

い
と
こ
ろ
が

浦
村
に
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
遠
足

中
の
島

へ
歩

い
て
渡

っ
た
こ
と
を
思

364-
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し
月
二
十
日
（水
）
、
市
浦
村

　

　

国
百
四
十
四
団
体
の

一
つ
に
選
ば
れ

作
り
の
食
器
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

～
脇
元
老
人

い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
～

脇
元
老
人

い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
で
　

　

そ
こ
で
今
回
小
山
内
文
明
さ
ん

（十

は
陶
芸
教
室
を
中
心
に
活
動
を
行

っ
　

　

一こ

の
指
導
に
よ
り
井
、
皿
、
小
鉢

て
お
り
、
そ
こ
で
作
ら
れ
る

「も
や
　

　

の
セ
ッ
ト
が
二
十
五
組
制
作
さ
れ
、

焼
き
」
は
各
方
面
で
好
評
を
得
て
い
　

　

七
月
二
日
内
潟
療
護
園

へ
贈
呈
さ
れ

ま
す
。
ま
た
陶
芸
教
室
以
外
に
も
各
　
　
ま
し
た
。

仄
“島
覗

日
外麺
硝
赫
明
る

い
る
こ
と
が
き

っ
か
け
で
交
流
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
回
は
手
作

り
の
食
器
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
内
潟
療
護
園
で
使

人
が
ス
プ
ー
ン
で
す
く

い
や
す

い
よ

う
傾
斜
が
付
け
ら
れ
る
な
ど
の
工
夫

が
さ
れ
て
お
り
、
食
器
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
あ
る
程
度
の
重
さ
が
あ
る

陶
器
製
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
が
、

市
販
は
さ
れ
て
い
な

い
も
の
で
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会

ス
ム
長

奈
良
幸
雄
）
　

た
も
の
で
す
。

が
、
全
労
済
青
森
県
本
部
の
通
常
総
　
　
　
助
成
金
に
つ
い
て
は
五
十
万
円
で

代
会
で
助
成
事
業
の
対
象
に
選
ば
れ
、　
　
介
護
ベ
ッ
ド
の
購
入
に
使
わ
れ
る
予

助
成
金
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。　
　
　
　
定
で
す
。

こ
れ
は
、
全
労
済
の

「地
域
社
会

に
貢
献
す
る
活
動
」
の

一
環
と
し
て

「
環
境
や
高
齢
化
問
題
の
活
動
　
研

究
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
に
年

間
八
千
万
円
の
範
囲
内
で
助
成
す
る

事
業
の
ひ
と

つ
で
す
。

市
浦
村
社
協
が

「高
齢
者
在
宅
介

護
支
援
活
動
の
た
め
の
介
護
機
器
購

入
」
の
申
請
で
、
九
十
六
年
度
、
全

七
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
二
　

　

や
ト
ー
チ
棒
の
作
り
方
、
野
外
で
の

日
間
に
わ
た

っ
て

「
ジ

ユ
ニ
ア
リ
ー
　

　

炊
事
方
法
な
ど
キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な

ダ
ー
研
修
会
」
が
大
沼
公
園
で
行
わ

象
に
、
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
よ
り
積
極
的
な
子
ど
も
会
活
動
を

行
う
た
め
に
、
必
要
な
知
識

・
技
術

行
動
を
学
習
し
、
資
質
の
向
上
に

つ
と
め
、
村
内
、
上
ノ
国
町
小
学
校

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
今

年
は
上
ノ
国
町
か
ら
小
砂
子

（ち

い

さ
ご
）
小
学
校
、
早
川
小
学
校
、
大

崎
小
学
校
、
宮
越
小
学
校
、
湯
ノ
岱

（ゆ
の
た

い
）
小
学
校
の
五
年
生
三

十
名
と
村
内
の
小
学
五
年
生
二
十
六

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
達
は
テ
ン
ト
設
営

爾

¨
響

鞭

寡

因

先

病

時

鱗

製

町

校
に
よ
る
研
究
発
表
会
や
プ
レ
ゼ
ン
　
　
　
こ
の
度
脇
元
小
学
校
に
ビ
ア
ノ
が
　
　
お
礼
と
し
て
小
野
さ
ん
に
百
周
年
記

卜
交
換
で
お
互
い
に
地
域
の
こ
と
を
　
　
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
　
　
念
文
集
、
百
二
十
周
年
記
念
文
集
、

知
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
キ
ャ
ン
プ
　
　
は
磯
松
地
区
出
身
で
現
在
は
東
京
都
　
　
子
供
た
ち
が
送
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
で
演

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
幻
想
的
な
炎
を
明
　
　
在
住
の
小
野
勝
男
さ
ん

（昭
和
十

一　
　
　
奏
す
る
場
面
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
が

盛
り
上

が
り
は

に
達
し

年
度
脇
元
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
）

囃　　債̈
錆弓利婦韓』しっ社畔「舞』

外
　
　
絡
が
あ
り
今
回
の
こと
と
な
り
ま
し

ば
　
　
　
今
回
送
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
は
約
八
十

赫　　鰤州はつ大櫂肺鰤′ｊヽなれ̈
は
「したが

助
　
　
校
にと
って
一生
の宝
物
に
な
る
」

と
小
野
さ
ん
に
感
謝
し
、
ビ

ア
ノ
の



ビ
デ
オ
を
見
た
小
野
さ
ん
は
た

い
へ

ん
感
動
し
、
後
日
届

い
た
手
紙
に
は

「今
回
送

っ
た
ピ
ア
ノ
が
学
校
の
み
な

う
れ
し

い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
ら

新
局
長
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
．

十
三
郵
便
局
は
金
木
郵
便
局
よ
り

転
任
さ
れ
た
丁
子
谷
勇
さ
ん
、
脇
元

郵
便
局
は
出
精
郵
便
局

木^
造
町
）

よ
り
転
任
さ
れ
た
藤
田
善
成
さ
ん
で

丁
子
谷
　
藤
田
局
長
共
に

「
こ
れ

か
ら
も

一
層
地
域
に
密
着
し
た
郵
便

局
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
」
と
語

っ

ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す

～
十
三

・
脇
元
郵
便
局
新
局
長
～
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(榊サカタ事務機 (本 社青森市)の坂田員1

昭代表が子1場 を訪れ、「 |^三 湊遺跡発掘等

に役立ててください」 と昨年に引き続き

30万 円を寄付 されました彎また市浦村出

身で、現在は(掬津軽鉄道の代表を努める

:i和 満さんからは「福祉に役立ててもら

いたい」と昨年に引き続 き10万 []を 寄付

市浦村ではサカタ事務機と三和満さん

の善意に感謝 し、今回の寄付金も十三湊

遺跡発掘、または村の福れL基 金へ繰 り入

れて有意義に活用することとしています。

′し 中
―

に O____/

善 意 に 感 謝 し ま す

帥サカタ事務機 様 30万 円

三 和  満 様 10万 円

7/26.東 日流安東まつ :り 時
代
絵
巻
パ
レ
ト
ド
ス
ナ
ッ
プ



今
回
の
非
常
警
　
　
　
＞
八
月
四
日
に
行
わ
れ
た
会
議

交通死亡事故抑止非常警報発令宣言
7月 20日 から7月 31日 までのH日 間において、 2件

の交通死亡事故が発生 し3名 の方が亡 くなるなど、誠

に憂慮される状態が続いている。

これからの行楽期を控え、飲酒運転、スピー ドの出

し過ぎ、シー トベル ト非着用による交通死亡事故の多

発がさらに懸念されるため、平成 9年 7月 31日 から8

月31日 までの 1カ 月間、金木警察署管内の 2町 2村 に

おいて交通死亡事故抑止非常警報を発令 し関係機関・

団体による緊急の交通死亡事故抑止対策を強力に推進

するので、ここに宣言する。

平成9年 7月 31日
      金 木 町 町 長

中 里 町 町 長

市 浦 村 村 長

小 泊 村 村 長

金木警察署署長

鯖 ι夕ろ (6)

交通安全二つの誓い

1.飲酒運転の追放

2.車両のスピードダウン

3.シー トベルト着用

こ れ まで の 交 通 死 亡 事 故 0継 続 記 録

昭和46年 8月 27日 ヽ昭和51年 7月 25日 (1,794日 )

昭和53年 5月 30日 ヽ昭和56年 1月 22日 ( 968日 )

昭和56年 8月 20日 ヽ昭和58年 8月 23日 ( 733日 )

昭和58年 8月 24日 ヽ平成 3年 5月 25日 (2,831日 )

平成 3年 5月 26日 ヽ平成 5年 6月 26日 ( 762日 )

平成 5年 6月 27日 ヽ平成 9年 7月 31日 (1,495日 )

内
の
町
村
で
は
交

通
死
亡
事
故
抑
止

非
常
警
報
を
発
令

し
、
事
故
撲
減
に

向
け
て
の
取
り
組

上
に
強
化
す
る
こ

榊
　

全
赫
動
鰤
』
軸
肇

まっ
　

（会
長
　
高
松
隆

し
　
一こ

で
は
八
月
四

瞑
　
日
に
会
議
を
開
き
、

瑯　蝶脂咄‐こ策燎れな

全
三
つ
の
誓
い
署

名
運
動
や
街
頭
指

導
、
交
通
指
導
車

に
よ
る
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
ま

七
月
十
八
日
第
十
五
回
青
空
リ
レ

ー
式
交
通
安
全
大
会
が
役
場
前
で
開

か
れ
、
参
加
し
た
村
民
は
死
亡
事
故

の
撲
減
を
め
ざ
し
、
活
動
の
実
践
を

確
認
し
あ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
七
月
三
十

一
日
、
十
三
地
区
で

発
生
し
た
交
通
事
故
で
少
年
二
人
が

死
亡
し
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
五
百
日

の
記
録
が
千
四
百
九
十
五
日
で
と
ざ

こ
の
事
態
を
重
く
み
た
金
木
警
察

署
と
市
浦
村
を
含
む
金
木
警
察
署
管

報
発
令
に
つ
い
て
金
木
警
察
署
相
内

駐
在
所
の
竹
内
修
さ
ん
は

「交
通
事

故
を
他
人
ご
と
と
思

っ
て
は

い
け
な

い
。
交
通
事
故
死
亡
者
の
中
に
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
さ
え
し
て
い
れ
ば
助
か

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
人
が

い
る
の

も
常
識
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
行

さ
れ
て
い
な

い
の
は
非
常
に
残
念
に

思

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
非
常
事
態

宣
言
は
ド
ラ
イ
パ
ー
や
歩
行
者
は
も

ち

ろ
ん
、
交
通
安
全
を
指
導
す
る

我
々
も
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
臨
み

た

い
己
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
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た
が
、
そ
れ
に
は
義
家
が
奥
羽
両
州
の
地
理

の
で
は
な
く
、
奥
州
の
清
原

一
族
の
勢
力
争

レ
義
光
、
新
羅
大
明
神

に
参
鮨

す
る

「
前
太
平
記
」
所
収
）

（寛
治
三
年
＝

一
〇
八
九
）
春
か
い
の
戦

い
で

と
で
し
た
。
義
家
は

「前
九
年
の
役
」
に
参

奥
羽
の
冬
季
間
の
生
活
を
痛
く
経
験
し
て
い

る
の
で
戦

い
の
続
行
は
味
方
に
大
損
害
を
与

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
飢
渇
に
恐
れ
て
再
び
軍

義
光
の
奥
州
下
向

藤
氏
と
最
も
関
係
の
深
か

っ
た
蛎
崎
（松
前
）

し
た
。
遂
に
天
皇
に
願
書
を
提
出
し
ま
す
。

「
兄
義
家
が
敵
を
得
て
戦

っ
て
い
ま
す
が
、

す
ご
と
、
度
た
び
内

へ
も
殿
下

へ
も
嘆
願
し

義
家
が
夷

（武
衡

・
家
衡
を
指
す
）
に
攻
め

下
向
を
お
許
し
下
さ

い
己
と
、
再
三
に
わ
た

こ
と
が
忠
義
と

い
う
も

の
で
あ
る
ご
と
、
却

へ
走
ら
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
官
を
辞
す

(9)

365‐



青森県警察では8月 中「行方不

明の人をさがす相談所」を開設 し

ます。

あなたの身内や近所に

・病気、借金等を苦にして家出し

た。
・突然いなくなり、自殺や事故死

しているのではないか。
・出稼ぎに行き、途中から音信が

途絶えた。

などの方はおられませんか ?

行方が分からない方の中には、

犯罪に巻き込まれて不幸な生活を

送っていたり、人目を避けて淋 し

く生活をしている方 も多くお り、

警察ではこのような方々を早 く発

見 し、家族の元へ帰ることができ

るように全力を挙げて捜 していま

す。

また、自殺や事故死、あるいは

何 らかの形で犯罪の被害者となっ

て身元が分からないまま亡 くなっ

た方についても、一刻も早 く身寄

りの方に遺体を引き取つて頂ける

ように、期間中は特に全国の警察

と連携をとり、集中的に追跡調査

を行います。

安否を気遣つておられる方は、

遠慮なく警察本部か最寄 りの警察

署にご相談 ください。

また下記警察署で特別相談日を

設けてお りますのでご利用 くださ

>特別相談日及び場所

8月 18日 0 弘前警察署

8月 20日

" 
青森警察署

)開設時間

午前10時 から午後 3時 まで

レお問い合わせ先

金木警察署  IEL 53-2117

現在相当数の倒産が発生 してお

り、その大半は中小企業です。事

業の存続、再建にはどんな手を打
つべ きか、従業員の補償は等…対

策に苦慮 し地域経済への影響はも

とより、社会的影響も深刻です。

政府は、中小企業に焦点を当て、

都道府県の各商工会連合会に「経

営安定特別相談室」を設けていま

す。

相談室では幅広い相談活動を展

開し、倒産防止、倒産に伴う社会

的混乱等を未然に防ぐよう努めて

いますので「早め、早め」にご相

談下さい。

相談は無料で個人の秘密は厳守

されます。

)相談室所在地    :
木造町字若宮16-4

(木造町商工会館 2階 )

青森県商工会連合会

広域指導センター木造支所

自動車事故対策センターで、交

通遺児をすこやかに育成するため

の資金を無利子でお貸 しします。

)利用できる方

自動車事故で保護者を亡 くされ

た子供、または、重度後遺障害者

雌 ι夕ろ (8)

(自 賭責保険の一級～三級)に 設定

された方の子供を現在扶養 してい

る保護者

>対 象 者

0歳から中学卒業までの子供

>申 込 者

子供を扶養 している保護者

レ貸付金額

一 時 金 152,000円

月   額  19,000円
入学一時金  43,000円

(小 中学入学時)

)返済方法

最終学校事業後割賦 (月 賦、半

年賦、年賦)に よる20年以内の均

等返済

なお、詳 しい内容につきまして

は、お気軽にお問い合わせ くださ

)お 問い合わせ先

青森市大字浜田字豊田139-21

自動車事故対策センター

青森支所

平成 9年度の自衛官募集の日程が決まりましたのでお知らせ します。

高卒 (見込み)

21才未満の者

9月 16日

10月 14日

高卒 (見 込み)

21才未満の者

9月 16日

10月 14日

高卒 (見込み)

21才未満の者

8月 1日

9月 9日

1次試験

9月 23日

高卒 (見込み)

22才未満の女子

9月 16日

10月 14日

1次試験

10月 30日

18オ以上

24才未満の者

8月 1日

9月 9日

18才 以上

27才未満の者

8月 1日

9月 9日

18才 以上

27才未満の者

男子 9月 16日 ～

18日 の一日

女子 9月 29日 ～

レお問い合わせ先  五所川原募集事務所  肌 0173-35-2305

‐365



情報をお寄せください

しらせ
役場の電話は62-2111

事業所等の業務部門で使われる
エネルギーの量は、第 1次石油危

機が発生 した73年 と比べて 7割以

上も増えています。今後、OA機
器の増加等に伴い、事業所等にお

けるエネルギー消費は増大 してい

くことが見込まれます。また、私
たちが使 うエネルギーの約 8割 は

石炭・石油等の化石燃料の燃焼等
によって得られます。これにより
二酸化炭素等温室効果ガスが発生

し、地球規模の気温の上昇などが

引き起こされることが懸念されま

す。この地球温暖化問題への対応
は緊急の課題となっております。

不用時のこまめな消灯などの工

夫で省エネルギーに御協力いただ

くようお願いします。

日本交通安全教育普及協会では
「交通事故死半減をめざして」をテ
ーマに、広 く提言を求めることに

なりました。募集要項については

以下のようになっています。
1.課  題

「交通事故死半減をめざして」
をテーマとする具体的な提言論文
2.部 門 。応募資格

①一般部門一 日本在住の満16歳 以

上の個人 (高 校生部門の該当者を

除 く)で 国籍は問わない。

②高校生部門一高等学校に在学中
の個人で国籍は間わない。

3.応募規定

表紙 (1枚 目)に下記の事項を

必ず書き入れること。

①部門②題名③提言要旨 (200字 以
内)④氏名 (ふ りがな併記)⑤郵
便番号 住所 (ふ りがな併記)⑥
電話番号⑦生年月日③職業 (高校

生の場合は、在学の学校名と学年)

◎性別⑩この企画を何で知ったか
⑪運転免許の有無と種類
※ 1人につき1作 品の応募で、未

発表の作品に限る。

※応募の作品は、返却 しない。
※著作権は(励 日本交通安全教育普

及協会に帰属する。

4.応募形式

1,200字 以上、41000字以内で、

必ずA4判 の用紙を用いること。
※手書き原稿の場合には、原稿用

紙を用いる。

※ワープロ原稿の場合は、40字 ×

40行でプリントする。

5.日  程

応募締切 平成 9年 9月 20日

(当 日消印有効 )

審査結果の発表

平成10年 3月 上旬

6.応 募 先

〒106東 京都港区西麻布 3丁 目

24番20号 交通安全教育センター

働 日本交通安全教育普及協会

私の提言募集係

精神障害者保健福祉手帳は、精

神障害者の方の社会復帰を支援す

ることを目的に平成 7年 に創設さ

れたもので、五所川原保健所で申

請を受け付けています。
この手帳によって、通院医療費

公費負担が簡素化されるほか、生

活保護の障害者加算の認定や所得

税・住民税の障害者控除といった

税制の優遇措置や浅虫水族館の入

場料の減免が受けられます。

なお、申請書類や手帳によるサ

ービスは、申請する人によって異

なりますので、詳しくは、五所川

原保健所までお問い合わせ くださ

市浦村の人口と世帯数  平成9.7.1現 在

>お 問い合わせ先

五所川原保健所 TEL 34-2108

農業で自立するには、借地や農

作業の受託等による規模拡大や夏

秋 トマ ト、ハウスねぎなど収益性
の高い作物を積極的に導入して所

得の拡大を図つていく必要があ り

ます。

そのために、農家の皆さんが抱

えている問題等の相談に応 じるた

め別表により、普及センターに「農

業やりくり相談所」、町村に「農業

やりくり移動相談所」を開設して
います。御利用をお待ちしていま
す。

>相 談活動の内容

①簿記や家計簿記帳 (複式簿記帳
を含む)

②青色申告

③認定農業者制度

④農業改良資金、就農支援資金、
農地取得資金、農業近代化資金、
スーパー L他

⑤農地の借り入れ、貸し出し、農
作業の受委託の希望

⑥パソコンの利活用 (ア ップルネ
ットヘの加入を含む)

⑦営農大学校 (七戸町)への入学
や県が実施する各種研修

③省力・低コスト技術の他、新作
物の導入など

>お 問い合わせ先

市浦村役場経済観光課
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青森県総含社会教育センター (ぁ ぉもり
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